
・毎週月曜日 玄さん元気教室 13：30～  

・毎週水曜日 食事サービス 9：00～11：30 

・  〃   ささえ愛通所サロン 10：00～15：00 

・毎週木曜日 喫茶よつば 10：00～15：00  

・第４月曜日 みそ汁カフェ 11：00～13：00  
 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 

わ い わ い み ・ な ・ み 
編集：ＮＰＯ法人わいわいみ・な・み       豊岡市竹野町森本 984-1  ＴＥＬ：48-0008（ＦＡＸ兼用） 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 ２月活動・事業・センター貸館状況 

 １日 木 三原みそ作り 9：00～（1/31～2/3 まで） 

 ９日 金 パッチワーク教室 13:30～ 

１０日 土 ヨチヨチランド 10:00～ 

１６日 金 おもてなしコーヒー 13:30～ 

令和６年 二十歳になられる方々 
       成年年齢が１８歳に引き下げられましたが豊岡市ではこれまで通り該当年度に 

二十歳になられる方（平成１５年４月２日～１６年４月１日生まれ）を対象に 

「二十歳を祝う会」が開催され竹野南小学校出身者では、今年３人の方が二十歳に 

なられます。竹野南小学校第２９期生（平成２８年３月卒業）の竹野南の宝を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・行事予定 
2024.1.25 

86 号 

二十歳を祝う会へ 

「みんな 仲良く 未来に向けて」 

  ★パッチワーク教室 

日時 ２月９日(金) ３月１日(金)  

(３回連続の２回目)  

13 時 30 分～ 

参加費 それぞれのキットに合わせて実費 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

★ヨチヨチランド   

日時 ２月 1０日（土）１０時～ 

内容 「豆まき」 
   みんなで鬼退治 

   福はうち～ 

    鬼はそと～ 

 

左から 
田中 悠斗さん（須野谷区） 

    憧れであった祖父のような牛飼いになる 
米田 多一さん（御又区） 

     後２年学生として悔いの残らないよう頑張る 
達冨 涼太さん（門谷区） 

     平和に生きる 

 



 あなたの家庭の雑煮は、どんなの？ 
 新年を迎え家族で食べる雑煮は、各家庭や地域によってさまざまあるよう

で、今回は家庭の雑煮について竹野町にお住いの皆さんにお聞きしました。 

 聞取りしたなかで多かったのは、しょうゆすまし汁に餅でした。 

多かった順に紹介します。 

 ★すまし汁 ・醤油仕立てに餅のみ、蒲鉾と白菜入りなど   

 ★白味噌  ・ニンジンなど野菜や蒲鉾入り 
★家味噌  ・餅と野菜を少し、鰹節のせなど 
★ぜんざい ・元日でなく２日目や３日目にという家庭もあり 
★赤味噌  ・浜でとれた手摘みの岩ノリを浮かす 
番外編 沖縄県 

 赤嶺彩世ちゃんの故郷沖縄には、いわゆる「おせち料理」というものではな

く、お祝い膳としてお盆や正月、祝い事には決まった料理がならぶ形なのだそ

うです。ですから餅はあるが、雑煮をたべる風習はないのだとか。 

 例えば、沖縄の伝統料理のクーブイリチー（刻み昆布と豚肉の炒め物）や、

ラフテーと呼ばれる豚の３枚肉などが並びます。 

 但馬とは風習が違いますが昆布巻きはあるんだそうです。 

 家庭や出身地で様々な雑煮や正月料理があり、 

味噌味も白みそ、合わせみそ、赤味噌、家味噌 

などいろいろでしたが、シンプルなものが多か 

ったです。みなさんは、よその家の味を味わって 

みたいと思いませんか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹野南地区の皆さんに、暮らしのインタビュー 
 
竹野南地区に鳥取大学の学生が関わりだして 3 年目となりますが、今年

は竹野南地区で暮らしてみて、働いてみてなど様々な角度から住民さんにイ

ンタビューして南地区の魅力を記録する活動をします。  

 住民さんが語られた事を文章にまとめ、映像で記録していく作業は学生も

初めての取組で、仲間で相談しながら悩みながら取り組んでいます。 

 ３月には、研究発表として住民の皆さんにインタビューでまとめた文章や

動画を、お披露目いたします。 

 人口減少や少子化を嘆くより、竹野南地区をふるさととして好きでい続け

てくれること、お嫁にきた人が好きになってくれることが大切なのではない

でしょうか。 

 子どもたちに悲観的な話をするよりも「南地区は素敵だね」と感じてもら

い、将来離れても思い続け、帰りたい故郷であれるよう地域作りをしていき

ましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

鳥取大学竹川ゼミ合宿 

 冬休みに、友達と一緒に宿題をしたり、ゲームしたり、お喋りしたりとみんな

で自由に過ごす場所をという子育てママ達の思いから、センターの県民交流広場

を解放しました。 

 いつ行うかは、ママたちが相談して決めます。 

 近くに友達がいない家庭も多く、自由に子ど 

も同士で遊ぶことも出来ないので集まりやすい 

場所、集まれる場所を提供することで子どもや 

親の孤立を少しでも減らしたいと思いママたち 

が始めました。 

 センターの事業でなく、ママや子供たちが自 

由に自主的に過ごす場です。 

 お問合せは、センターまで 

 竹野南地区コミュニティセンター 電話 48-0008 

 

 

 

みんなの雑煮事情 

子どもオープンルーム 


